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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年７月１８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２４年３月８日 ０４時４９分ごろ 

発生場所 愛知県渥美半島南東方沖 

 愛知県田原市所在の赤羽根港東防波堤灯台から真方位１１７° 

１６.２海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°２８.７′ 東経１３７°２８.８′） 

事故調査の経過  平成２４年３月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。  

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ ケミカルタンカー KEOYOUNG
ケ オ ヤ ン

 SUN
サ ン

（大韓民国籍）、８７０トン 

９１４６９２４（ＩＭＯ番号）、KEOYOUNG SHIPPING CO.,LTD.  

PUSAN.KOREA（大韓民国） 

   ６８.８２ｍ×１０.６０ｍ×４.６０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、１,１７６kＷ、１９９６年５月８日 

Ｂ 漁船 進
しん

栄
えい

丸、１４トン 

   ＡＣ２－５１２６（漁船登録番号）、個人所有 

   １７.００ｍ（Lr）×４.３９ｍ×１.５８ｍ、軽合金 

   ディーゼル機関、漁船法馬力数１６０、昭和６２年１２月１３ 

   日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（大韓民国籍） 男性 ６３歳 

二級航海士免状（大韓民国発給） 

交付年月日 ２０１１年１月１９日 

（２０１６年１月１８日まで有効） 

航海士Ａ（一等航海士）（大韓民国籍） 男性 ５０歳 

二級航海士免状（大韓民国発給） 

交付年月日 ２００９年１１月２３日 

（２０１４年１１月１２日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ６７歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録 日 昭和４９年９月２７日 

    免許証交付日 平成２０年１０月１４日 

           （平成２６年２月１日まで有効） 
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 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 重傷 １人（船長Ｂ）、軽傷 ２人（機関長Ｂ及び甲板員Ｂ） 

 損傷 Ａ 船首部擦過傷 

Ｂ 右舷船尾部凹損及び推進器損傷 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａ及び航海士Ａほか８人が乗り組み、メチルエチルケ

トン約９２０t を積載し、自動操舵で遠州灘を西進中、航海士Ａと共

に船橋当直に就いていた甲板手Ａが、平成２４年３月８日０４時３０

分ごろ左舷船首約１０°２～３Ｍ付近にＢ船の灯火を視認し、航海士

Ａに報告した。 

 航海士Ａは、ゆっくり西進しているように見えたＢ船が、その後、

進路を右に変えたように見えたので危険はないと思い、エクササイズ

をして目を離していたところ、甲板手Ａからの報告により、右舷船首

方の至近距離にＢ船を認め、直ちに機関を減速して手動操舵に切り換

え、衝突を回避しようとしたが、０４時４９分ごろ、渥美半島南東方

沖において、Ａ船の船首部とＢ船の右舷船尾部とが衝突した。 

 船長Ａは、機関の回転数が落ちたことに気付いて昇橋し、航海士Ａ

からＡ船がＢ船と衝突したことを聞いて周囲の状況を確認後、ジェネ

ラルアラームにより、全乗組員を招集した。 

 Ａ船は、海上保安庁に通報後、同庁から海中転落者の情報を得て捜

索を開始したが、その後、三重県鳥羽市鳥羽港に向かうように指示を

受け、同港に向かった。 

 Ｂ船は、船長Ｂ、機関長Ｂ及び甲板員Ｂが乗り組み、遠州灘で底引

き網を投網し、衝突の約１時間前に針路約２６０°（真方位、以下同

じ。）速力約２.２～２.３ノット（kn）で自動操舵として操業を開始

した。 

 船長Ｂは、衝突の約１０分前に３Ｍレンジのレーダーにより、後方

からＢ船に接近するＡ船を認め、Ａ船の紅灯が継続して見えていたの

で、操業中のＢ船を避けて追い越して行くものと思い、針路及び速力

を維持してえい
．．

網を続けた。 

その後、船長Ｂは、Ａ船の緑灯が見え、Ｂ船を避ける様子がなかっ

たので危険を感じ、手動操舵に切り換えて左舵を取ったのち、船尾の

作業灯をつけて明るくしようと考え、操舵室から出て階段を下り、船

尾甲板上に降りたところ、Ｂ船は、Ａ船と衝突した。 

Ｂ船は、衝突の衝撃で左舷側に大きく傾斜したため、船長Ｂが落水

し、底引き網を投網後に船尾甲板下にある船室で仮眠していた機関長

Ｂ及び甲板員Ｂがベッドから転げ落ちた。 

機関長Ｂは、直ちに船室から船尾甲板上に出たところ、操舵室に船

長Ｂの姿が見えず、機関を中立状態としたのち、仲間の漁船に捜索を

依頼した。 

船長Ｂは、約２時間後、浮子２個につかまっていたところを付近で
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捜索に当たっていた漁船に救助され、搬送された病院で溺水及び低体

温症と診断されて３日間入院した。 

Ｂ船は、船長Ｂが救助されたことを確認後、愛知県蒲郡市形原漁港

に帰港した。 

機関長Ｂ及び甲板員Ｂは、頸
けい

部挫傷等を負った。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ２～３、視界 良好 

海象：波高 約０.５～１.０ｍ、潮流 西流約０.２kn 

日出時刻：０６時１０分ごろ 

 その他の事項 

 

 Ｂ船は、操舵室上部のマストに緑色全周灯及び白色全周灯を上下に

連携して表示し、両舷灯及び船尾灯を表示していた。 

 Ｂ船は、本事故時、汽笛が故障していた。 

船長Ｂは、救命胴衣を着用していなかった。 

民間会社が受信した船舶自動識別装置の情報記録（以下「ＡＩＳ記

録」という。）によれば、平成２４年３月８日のＡ船の事故までの経

過は付表１のとおりであった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、渥美半島南東方沖を自動操舵で西進中、航海士Ａが、船首

方にＢ船を認めていたが、進路を右に変えたように見えたので衝突す

ることはないと思い込み、エクササイズを行い、見張りを行っていな

かったことから、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、渥美半島南東方沖で底引き網漁の操業中、船長Ｂが、後方

から接近するＡ船を認め、Ａ船の紅灯が継続して見えていたので操業

中のＢ船を避けて追い越して行くものと思い、針路及び速力を保持し

てえい
．．

網を続けていたことから、Ａ船の緑灯が見えることとなった

際、Ｂ船を避ける様子がなかったので危険を感じ、手動操舵に切り換

えて左舵を取ったが、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、渥美半島南東方沖において、Ａ船が西進中、Ｂ船

が底引き網漁の操業中、航海士Ａが見張りを行っておらず、また、船

長Ｂが、Ａ船の紅灯が継続して見えていたので操業中のＢ船を避けて

追い越して行くものと思い、針路及び速力を保持してえい
．．

網を続けて

いたため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・接近する虞がある船舶を視認した場合、継続して動静を監視する

こと。 
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付表１ ＡＩＳ記録（Ａ船） 

時 刻 

(時:分:秒) 

北 緯 

(度-分-秒) 

東 経 

(度-分-秒) 

船首方位 

(°) 

対地針路 

(°) 

対地速力 

(kn) 

04:30:04 34-29-09.5 137-33-11.9 273 265.2 11.6 

04:31:04 34-29-08.3 137-32-57.8 273 264.7 11.8 

04:32:14 34-29-06.6 137-32-41.4 272 261.3 11.9 

04:33:03 34-29-05.6 137-32-30.0 273 264.1 11.7 

04:34:14 34-29-04.0 137-32-13.4 272 262.2 11.6 

04:35:14 34-29-02.5 137-31-59.4 272 260.8 11.9 

04:36:03 34-29-01.3 137-31-48.0 273 264.3 11.6 

04:37:15 34-28-59.5 137-31-31.1 273 263.3 11.6 

04:38:03 34-28-58.2 137-31-19.9 273 261.4 11.7 

04:39:04 34-28-56.6 137-31-05.7 273 263.4 11.8 

04:40:04 34-28-55.2 137-30-51.7 272 262.9 11.7 

04:41:04 34-28-53.5 137-30-37.7 273 263.5 11.7 

04:42:04 34-28-52.0 137-30-23.7 274 259.3 11.4 

04:43:04 34-28-50.6 137-30-09.7 273 261.6 11.8 

04:44:03 34-28-49.1 137-29-56.0 273 261.8 11.5 

04:45:03 34-28-47.6 137-29-42.2 273 259.2 11.3 

04:46:03 34-28-46.2 137-29-28.4 272 260.2 11.5 

04:47:03 34-28-44.6 137-29-14.6 272 263.7 11.5 

04:48:53 34-28-41.9 137-28-49.9 274 263.4 10.8 

04:49:23 34-28-41.1 137-28-43.6 247 252.0 9.8 

04:50:18 34-28-35.4 137-28-39.1 179 173.5  7.1 

04:51:01 34-28-29.7 137-28-38.7 193 195.2  8.8 

 


